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パガヴァッド・ギーターに於ける
カルマ・ヨーガについて
西尾秀生
I 
古代インドで人々が究極的な目標としたものは，輪廻(saf!1s五ra)からの解
放即ち解脱 (mok号a)である。 Bhagavad-git五(=BhG)には，知行信の三面に
よる用車目見i萱である ji'lana-yoga，karma-yoga， bhakti-yogaカヲ忍められる。これら
の内， karma-yogaとは如何なる解脱道であるかという問題について考察し，
BhGに於ける Karma-yogaの紹介としたい。
BhG は十八章から成り立っているが，第六章と第七章との聞で区切る
ことができる?)第六章までは karma-yogaが主に説かれている。特に
第三章を中心に karma開yogaの思想が見られる。本稿では karma-yogaと
karmanに関係ある煩を検討することにより， BhGの思想、の一部を解明し
てみよう。
E 
まず karma-yoga の語義について明らかにしよう。 karma-yoga は
karman と yogaとの複合語であり， BhGに於て四度の用例がある (04)
ぎょうさ
karmanは 「行作J，r行為J，r作用 J，r結果」等の意味をもち，弓萄磨」と音
写される。また仏教で「業」と訳され，業思想は我が国でも仏教を経由し
て古くから知られている o yogaは r解脱の方法J，r解脱への道J， r心統
一 J，rfl多練」等の意味を有し， rJ~{加」と音写される。「喰伽」の語は，や
はり仏教を通して我が国に入って来ている。 karma-yogaは， {衣主釈 (tat-
puru斜)或は同格名詞の関係を有する持業釈 (karma-dharaya)と解釈でき
2 
る。ここでは依主釈と考え， karma-yogaを「行作による修練」或は「行作
による解脱道」と訳す守)
karma-yogaは，どのような語と同等に用いられているかについて， II. 
3及び xm.24を見てみよう。
loke' smindvividh孟ni符h孟puraprokia maya' nagha 
j五孟nayogenas孟中khyan忌叩 karmayogena yogin五m(m.3)
この世に於て，二種の道がかつて我(6)によって語られた。罪なき者(7) 
よ。 s亘!p.khya(8) 論者の ji1血a-yogaとyoga行者の karma-yogaによる道
である。
Jn亘na-yoga 即ち知識による解脱道は s盈~khya 論者により行われる
道であり karma-yogaは yoga行者により行われる道であると規定され
ている。この煩では karma-yoga と ji1ana-yogaとが並んで挙げられて
いる。そして二種の道がかつて (pura) Krsna により示されたのであるか
ら， bhakti-yogaは karma-yoga及び ji1ana-yogaよりも時代的に新しいと推
定することができる。
dhyanen玄 tmanipasyanti kecidatmanamatmana 
anye s孟!p.khyenayogena karmayogena c忌pare(XII. 24) 
ある者は，静慮によって自己の中に自ら自我を見る。他の者は，
sa!p.khya yogaによって，また他の者は， karma-yogaによって。
静慮 (dhyana)，sa刷chyayogaと並んでド， karma-yogaは，瓦回an(我， 自我)
を見る方法として挙げられている。 放に karma-yogaは，亙tmanを認識す
る手段である。五.tman認識は，解脱を意味する。 Ramanujaは，静慮をbhakti-
yoga即ち信愛による解脱道であるとし， sa!p.khya yogaを ji1ana-yogaである
と註釈しているほ)ので，三種の atmanを認識する手段は知行信の解脱道
であると解手尺されている。
?
karma-yogaの行作 (karman)とは何か。如何にして為されるべきか。こ
パガヴアソド・ギーターに於けるカルマ・ヨーガについだ 3 
れらの問題について答えていこう。
niyata!p. kuru karma tva'!l karma jy孟yohyakarmanah 
sariray亘廿a'pica te na prasidhyedakarmanaJ:.! (il. 8) 
j女は定まった行作を為せ。何故なら，行作は無作に勝る。行作なしで、
は，汝の身体の維持すらも成功しない。
行作は，必要且つ不可欠である。行作なしに生活することは，不可能で
ある。このように，行作は必要なるが故に，無作 (akarman)よりも高く評
価されている。定まった (niyata)行作とは義務的な行作であり，ここでは
次の煩の犠牲 (y旦jna)を指すと考えられる。 BhGで義務的な行作は犠牲，苦
行(tapas).ル布施 (dana)であり，この内の犠牲が重要視される。
yajnarth孟tkarmarlO'nyatra loko' ya!p karmabandhanah 
tadartham karmakaunteya muktasangahsam五cara(il. 9) 
犠牲の為の行作を除いて，この世は行作に繋縛される。それ故に， 執
着を捨てて行作を為せ。 Kunt1夫人の子ょ(10)
犠牲の行作は，我欲のない，神に捧げる行作である。無欲の行作は，当
然無執着であると考えられる。そして行作より犠牲が生じ，犠牲より雨が，
雨より食物が，食物より万物が生じるといわれる?このように，犠牲は万
物の源である。 BhG第三章では義務的な行作として犠牲が述べられたが，
第四章では種々の犠牲が説かれ，知識も犠牲として挙げられているザ知識
を行作と考えることはできないが犠牲とされている。このことからBhGの
犠牲は，祭式のみを意味するのではなく，もっと一般的な意味であると解
釈できる(~，) BhGは，祭式よりも寧ろ犠牲の精神を重視している。
BhGても最も強調されていると思われる行作は，義務の遂行である。四
姓 (c亘turvar~:tya) は，徳、性 (gu早a) と行作の遠いにより Kて手同によって創造
された(p) 義務は， 四姓により異なっている。バラモンの行作は，平静，
自詣0， 苦行， 清浄，忍耐， 正直， 知識， 識別知， 神への信仰であり(15)
クシャトリヤの行作は，勇気，威勢，堅同心，熟練，戦闘に於て逃亡せざ
ること，布施，支配であるザヴァイシヤの行作は，耕作，放牧，商業であ
4 
り，シュードラの行作は，奉仕を本質とする行作である(ぜ)四姓により定ま
った義務は，あく迄も遂行されることが強調されているのである。
sreyansvadharrno vigunah paradharrn五tsvanusthitat
svabh孟vaniyataI!lkarrna kurvanna' pnoti kilbi号arn(xvm. 47) 
自己の義務は，欠陥があっても，よく為された他の義務に勝る。自性
に定められた行作を為す者は，罪に陥らず。
自己の義務 (svadharrna)は，自性 (svabhava)に定められた行作であり，四
姓により異なっている。そして各種姓に定められた義務の遂行が肝要とさ
れている。この煩の前半は，阻.35でも一字一匂遠わずに述べられている。
同じ文が繰り返されているのは， BhG で自己の義務が重要であると見・倣
されている証拠であろう。
BhGで， Arjunaは戦いに直面している?) このような場合，クシャトリヤ
であるArjuna)立，戦うことが義務である。決して， BhGが戦争を全面的に
肯定している訳ではないが，正義戦に直面しているクシャトリヤは，戦う
ことが自己の義務であり，勝敗は問題とされていない。もし戦いを放棄す
れば，義務を捨てたことになり，罪に陥るのである(ザ)
このように，義務の遂行が重視されているが，その結果は何であろうか。
tasrn五dasakta与satata.rpkarya.rp karrna sarn亘cara
asakto hyacarankarrna pararnapnoti puru号aJ:t(皿.19)
それ故に，執着なくして為されるべき行作を遂行せよ。実に，執着な
くして行作を為す者は，最高に到る。
為されるべき (k五rya)行作即ち義務的な行作を執着せずに遂行する結果
は，最高 (para)に到るのである。 Sankaraは，この最高を解脱と註釈して
いる{30) 最高とは到ることができる最上の境地であるから Sankaraが
説明する如く，解脱を意味している。 そしてこの解脱は karrna.yoga に
よる解脱であると解釈できる守)また karrna.yoga の行作を為す方法が説か
れる。
yastvindriy五IIIrnanas五niyarnya'rabhate' rjuna 
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karmendriyaii). karmayogamasaktai). sa vi五isyate(il. 7) 
されど Arjunaよe 意干畏により諸根;をf!p常Ijし，作キ艮により karma.yoga
を行い，執着のない者は，勝れている。
意根 (manas)により知根 G函 nendriya早i)を抑制して守2)作根(karmendriyal).i)
により karmaぅrogaを執着せずに行うべきなのである。
上の二煩から判断できるように karma-yogaの行作を行う場合には，無
執着が必要とされている。しかし無執着は実行が困難であると思える。何
故なら，人が行作を為す場合は結果を前提としていることが多いからであ
る。無執着は，平等観(samatva)と結び、ついている。
karma早yev五dhik忌rastema phalesu kadacana 
m亘karmaphalaheturbhurm瓦tesaIlgo' stvakarma早i(I. 47) 
j女の関心は行作にのみあり，決して行作の結果にあってはならない。
行作の結果を動機としてはならない。 汝は無作に執着しではならな
Lミ。
yogasthai). kuru karm亘早isaIIgam tyaktv亙dhanal!jaya
siddhyasiddhyol} samo bhiitv亘 samatva~ yoga ucyate (I. 48) 
yogaに住して，執着を捨て，成功，不成功lこ心等しく行作を為せ。
Dhanal!jaya (幻)よ。平等観は， yogaと呼ばれる。
行作の結果を期待すれば，執着を捨てることはできない。故に執着を
捨てるには，成功，不成功を同視する平等観が不可欠であると見倣される。
平等観は苦楽， 損得， 勝敗などをも同視することであ;;，，(;4)このように
如何なる結果も同ーと見ることにより 行作の結果に執着しないのである。
また平等観はバラモン，牛， 象， 犬， 賎民を等しく見守)土塊，石，黄金
をも同視するということが説かれる (36) このように，人間と動物を問視し，
土塊や石と黄金を同視する思想は，生類を atmanとして見る立場及び金銭
的な面を離れた立場から説かれているのであろう。
行作の放棄(sal!nyasa)と無作について次に明らかにしよう。
karma-yogaと行作の放棄との関係が問題となる(27)
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saI)lnyasa与karmayogascani戸reyasakar忌vubhau
toyostukarmasaI)lnya，s忌tkarmayogovi五時yate(V. 2) 
放棄と karma-yoga とは，共に至福をもたらす。しかし，行作の放棄
よりも karma-yogaの方が目券っている O
karma.yogaと行作の放棄との間には，優劣がつけられている。その理由
は， karma.yogaなしに行作の放棄を達成することは困難だからである(ヂ
そして行作の放棄と karma-yogaとは， V.4てもは sarp.khyaとyogaとして説
明される。
sarp.khyayogau p!"thagbal五年 pravadantina pa村it碕
ekamapyasthitah samyagubhayorvindate phalam (V. 4) 
患者は sarp.khyaとyogaを別々に語る。賢者はそうではない。一方にで
も正しく住する者は，双方の結果を獲得する。
sarp.khyaとyogaは異なって見えるけれども，同一の結果をもたらす故に
ーであると知られるべきなのである(~) R五m訟lUja は samkhya及び V.2
の行作の放棄を jnana-yogaとし， yoga を karma~yoga と註釈している(ザこの
註釈より国na-yoga は行作の放棄と sarp.khya の両方を含んでいると解
手尺される。
ここで行作の放棄の意味を明らかにする必要がある。
an孟srita与karmaphalarp.karyarp. karma karoti ya与
sa sarp.nyasl ca yogi ca na niragnirna càkriya~ (VI. 1) 
行作の結果を期待せず，為されるべき行作を為す者は，放棄者てもあり，
かっ yoga行者である。祭火を用いない者，そして祭式を行わない者
にはなしミ。
この頚より，放棄者とは行作の結果即ち報酬に無執着な者であり，
yoga 行者とをは義務的な行作を為す者である。故に行作の放棄とは結果
に対する無執着であり，決して無作即ち行作の否定を意味するのではない。
そして karma-yogaを行う者は，欲望を放棄している故に行作の結果の放棄
者である (31) このことから， karma -yogaは行作の放棄を含んでいると考え
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られる。
また行作と無作とは，知識を重んじる立場から説明されている守)
karmal).yakarma yaJ:1 pasyedakarmal).i ca karma y功
sa buddhimanmanu号ye号u sa yukta与krtsnakarmakrt(N. 18) 
行作の内に無作を見，無作の内に行作を見る者は，人々の中の覚者で
あり，心統ーして一切の行作を為す者である。
覚者(buddhimat)は行作を為しでも結果に執着せず，何も為さずと感どる
のである守)無作は行作の否定であるけれども，その内に行作を見ると説
明されているので，無作の内に見られる行作とは，静慮の如き内面的な行
作を意味すると思われる。
BhGに於て行作が積根的に勧められているが，無制限に肯定されている
言尺ではない。
natyasnatastu yogo'sti na caikantamanasnatah 
na catisvapna釘Iasyaj詑ratonaiva carjuna (VI. 16) 
されど，暴食する者には yogaはない。絶食する者にもない。過度の
睡眠の習慣のある者にも，過度の覚醒のある者にもない。
yukt量haravih五rasyayuktace号j:asyakarmasu 
yuktasvap品vabodhasyayogo bhavatidu悼haha(VI. 17) 
食事，休養に節度あり，行作に於ける活動に節度あり，睡眠，覚醒に
節度ある者には，苦を滅する yogaがある。
このように，行作にも節度があると説かれる。 BhGてもは過激な思想は嫌
われ，中庸が重んじられている。
N 
(34) 
BhGの中に samkhyaの語が使われている ことから， BhG成立以前の
Sal).lkhya思想、が導入されていると考えられる。このS五I1lkhya的な知識によ
り.万物を理論的に説明している。そして，行作もこの知識により理論的
な説明が為されている。
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まず如何にして行作が成立するかについて見てみよう。
k五ryatenyavasaJ:1 karma sarvaJ:! prakrtijairgu1fai与(ill.5cd)
一切は，否応なしに，自性より生じた諸徳性によって，行作をさせら
れる。
自性 (pr紘rti)とは，物質的原理であり守)1子作の因である(36)副生より生じ
た諸徳性 (prakrtijairguI?-aih)と表現されているが，諸徳性即ち sattva(純質)， 
r吋as(激質)， tamas (賜質)は，自性の構成要素と考えるべきであろう勺)行
作はこの三徳性により為されるのであるから，行作の主体は三徳性である。
故に，行作は三徳性により成立する(警)我々は自我が行作の主体であると考
えているが， BhGの理論ではそうではない。それでは自我を行作の主休と
考えるのは，何故であろうか。
aharp.k五ravlm同h忌tm亘karta'hamiti ma町 ate(il. 27 cd) 
さLゃ
我慢によって当惑した者は r我は作者なり」と思う。
我慢何hamkara)により無我である自性を自我であるという謬見をもつか
ら(39)自我が作者であると惑わされているのである。そして自我が作者であ
ると思うので，行作に執着することになる O このことから，執着を捨てる
(4日)
には白我が非作者であると知ることが必要である。
人を行作に執着させるものは，三徳性の内の rajasである。その理由は
raJas が愛着 (raga)を本質としており，欲望と執着の源だからであるfFそ
して三徳性の内の tamasは，怠惰(五lasya) によって行作の障害を為
すものである唱)また人に罪を為さしめるのは rajasであるといわれてい
る?このように三徳性の内の rajasとtamasは， karma-yogaの行作の妨げ
を為す要素を含んで、いる。
また yoga行者の行作の手段が説かれる。
kayena manasa buddhya kevalairindriyairapi 
yogina年karmakurvanti saIlgarp tyaktva' tmasuddhaye (V. 11) 
yoga行者は自己を浄化する為に，執着を捨てて，ただ身体，意根，覚，
諸干良によって行作を為す。
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ここで見られる諸根は，作根を意味していると思われる。般に，身体，
意根，覚及び作根が行作の手段である。すでに皿.7で意根により諸根を
抑制して，作根により karma-yogaを行うことが説かれたが，匝.7てもは覚
を欠いていた。身体は当然行作を為す場合に必要で、あるから， m.7には
いわれていないが，行作の手段として含まれていると考えられる。 放に
m.7と上の煩は，覚の有無を除いては一致する。
さらに行作完成の為の五因が述べられる。
adhisthanam tatha karta karanam ca prthagvidham 
vividh忌scap~thakce計五 daivam caiv盃trapancamam (XVIII. 14) 
f衣慮，並びに作者，種々の作具，多種の活動，そして第五番目に運命
である。
sarIrav五nmanobhiryatkarmaprarabhate narah 
nyayyarp. v五vipantarp.v五pancaite tasya hetav吟(XV田.15)
身体，言語，意根をもって，正しい或は逆の行作を人が始める時，そ
の因はこれらの五である。
五因の内の{衣・慮 (adhi号thana)は，身体 (sarira)を意味している J44) 作具
(kara早a)は作キ良を指すのであろっ。五因の最後の運命 (daiva)は，神と t沢す
こともできる。どちらの意味であっても，人の力を越えたものにより，行
作が左右されることになる O また身体， 言語，意恨は身口意であり，身体
的行作，言語表現，意志作用を為す手段である。
以上の内容から，行作の因及び手段を緩めると，行作の五因は，身体，
作者，作具，活動，運命であり，手段としては，身体，意根，覚，作根が
挙げられる。しかし，五因中の作具が作根だけでなく，覚や意根をも意味
すると解釈すれば，行作の手段は残らず五因の中に含まれることになる。
三徳性はそれぞれの性質により， 行作等を三種に分類している(?)義務
的な行作である犠牲は，次の三種である。
aphal亙k亘I.k守ibhiryajnovidhidて手FOya ijyate 
ya"j:avyameveti manai! samadhaya sa sattvikat (XVII. 11) 
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結果を期待せざる者によって，ただ捧げられるべきであるとして，意
根を集中して捧げられた，規則!により定められた犠牲は， sattva的で、
ある O
abhisal!dh五yatu phalal! dambh亘rthamapicaiva yat 
ijyate bharatasre守山ataf!l yaj五af!lviddhi rajasam (XVll. 12) 
されど結果を期待して，偽善の為に捧げられた犠牲を吋as的と知れ。
Bharata族中最も勝れた者主。
vidhihlnamasて符忌nna叩 mantrahlnamadak号mam
sraddh忌virahitamy句namtamasam paricak号ate(XVll. 13) 
規則なく，食物を分配せず¥呪文を欠き，無作法で，信仰なき犠牲を
tamas自守で、あるという。
執着なき犠牲は sattva 的であり，結県に執着する犠牲は r司as的であ
る。犠牲は義務的な行作であるが，そのことを理解しているのは sattva
的な犠牲を為す者だけである。
BhGは温和な思想であるので，苦行を説くけれども，身口意の各苦行は
精神的な面から述べられてあ、り，身体を痛めるようを過激な苦行は認めら
れていない(17)苦行も三徳性により:種である。
sraddhay忌 paray亙 tapta~ tapastattrividham narait 
aphalaki託lksibhiryuktaih sattvikam paricak寺ate(XVll. 17) 
最高の信仰をもって，その三種の苦行(48)が結果を期待せざる，心統ー
した者によって為される時， sattva的という。
satkaramanapujartham tapo dambhena caiva yat 
kriyate tadiha proktam rajasam calamadhruvam (XVll. 18) 
称、讃，尊敬，崇拝の為に，偽善によって行われる苦行は，この世に於
てraJas的といわれ，不安定で、無常である。
mudhagr蕊lena'tmanoyatplday五kriyatetapat 
parasyotsadan亘rthamv忌 tatt五masamud孟hrtam(XVll. 19) 
迷妄した観念により，自己を苦しめて，或は他を破壊する為に，為さ
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れる苦行はtamas的といわれる。
三種の苦行に続いて，同様に三種の布施が説かれる勺) sattva的な布施
は結果即ち報酬を期待しないが， rajas的な場合は"報酬を望む偽善的なも
のである。また tamas的な場合は，誤った方法で行われる。
犠牲，苦行，布施の行作がそれぞれ三種であることと重複するが，一
般に行作は三種であると説かれる。
niyataf!1 sangarahitamar誌adve手atahkrtam 
aphalaprepsun亘karmayattats瓦ttvikamucyate(xvm. 23) 
結果を求めない者によって，愛着と憎悪なく為された，決定された，
執着を離れた行作は， sattva的であるといわれる。
yattu kamepsuna karma sahaf!1k五rel}av五punah
kriyate bahul孟y亘saf!1tadrajasamudahrtam (XVllI. 24) 
欲望を願って，我慢をもち，また多くの困難を伴って為された行作は，
r勾as的で、あるといわれる。
anubandham k号ayaf!1hif!1s亘manapek~ya ca pauru手am
moh五d五rabhyatekarma yattatt五masamucyate(xvm. 25) 
結末，減少，殺生，力量を注意せず¥迷忘の放に始められた行作は，
tamas自句であるといわれる。
karma-yogaで為されるべき行作は，勿論sattva的な行作である。我慢
をもち，欲望的で結果を期待する行作は raJas的であり， 無知の放に為さ
れる不jヂ怠な行作はtamas的である。
犠牲，苦行，布施及び行作が三種であることを明らかにしたが，犠牲，
苦行，布施は為されるべき行作である O 犠牲，苦行，布施の行作に共通
していることは sattva的な各行作は結果を期待せず¥無執着である。
r勾as的な各行作は，結果を望み，執着している O そして tamas的な各行
作は，迷妄の故に誤った行作である。 sattva的な行作のみが正しい行作で
あるから，解脱に到ることができる karma-yogaの行作は sattva的でな
ければならない。
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karma-yogaは行作による解脱道であり，その行作は義務の遂行である。
四姓により定められている行作は，義務として為きれなければな
戦いに直面しでいる Arjunaは，クシャトリヤであるから，自己の義務を遂
行する為に，戦わなければならな ¥;'0 他に為されるべき行作即ち義務的な
行作として， sattva的な犠牲，苦行，布施が認められた。しかし犠牲は精神
的に解釈されるべきであり，祭式に限定すべきではない。つまり犠牲の精
神により行作を為すべきなのである。犠牲の精神とは， BhGの神 Krsnaへ
捧げる心で行作することであると解釈できる。
そして，行作を為す時には無執着が必要で、あると説かれた。無執着は，
結果を全く期待しないことであると考えられる。また，無執着は平等観及
び犠牲と結び、ついている。如何なる結果をも同一視するならば，結果に執
着しないであろう。また Krsnaへの犠牲の精神で為された行作は，無欲の
行作である放に執着を放棄している O
行作についての理論的な説明は Samkhya思想、から導入された知識に
より行われている。 行作は三徳性により為されているのであり，我々は
否応なしに行作させられている。それ故に，執着を捨てて，犠牲の精神で
もって，義務的な行作を行うべきなのである。
BhG以前の Upanisad に見られる解脱道は，知識に重きを置いた道で
あり， j五an'l-yogaに相当するものである O しかし BhGでは karma-yoga
を打ち出し，比較的容易な道を聞いた。 そして四姓により定まっている
行作は， 出家ではなく在家を対象にしている。 行作を為しながら解脱に
到ることができるのであるから，誰にでも実行できる道であり，このこと
が古代から現代に到るまで， BhGが行作の教科書として，インドで愛請され
てきた理由であろう O
BhGには karma-yoga，jnana-yoga， bhakti-yogaの三種が説かれており，
各 yoga は密接に関係している。 karma-yogaは行作による道である
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が， Kr手na への犠牲の精神で行作が為されるべきであり，行作は Kr:~l).a
に捧げるべきである。また BhGで教えを説く Kc;;paを信じることにより，
karma-yogaは成立する。何故なら， karmaぅ10ga の教えも BhG の神 K~!，!l).a に
よ二コて説かれており， Krsnaへの信仰なくして，解脱道だけが成立すると
は考えられない。 従って， karma-yogaは bhakti-yogaと同様に Kr!'!l1aへの信
仰が必要で、ある。この信仰は，j五ana-yogaについてもやはり必要である。の
で，三道に共通している。
また karma-yoga の行作に関する知識は函na-yogaの知識とも共通
している守) 行作の理論的な説明(51)は五ana-yogaでも重要な知識であ
るO そしてj国 na-yogaてら必要とされる行作の放棄は'行作の結果を放棄する
ことであるが，行作の結果の放棄は karma-yogaでも不可欠である。結果を
求めない点で， karma-yogaと j函na-yogaとは共通している。
三種の yogaの内の karma-yogaは社会で働きながら，また家庭生活を営
みながら，解脱に到ることができる道である。 j詰na-yogaは自我と自性と
の識別を為すことにより解脱に到ろうとする道であるから，高度の知識が
必要でドあり，難しい道である。しかしbhakti-yogaはkarma-yoga ，j泊 na-yoga
に無能な者でも， K何回への強い信仰があれば，可能で、あると考えられる O
BhGに於て，三種の yogaは別々に実行せよと説かれているのではない O
K~手l).a の教えの真意は，三種の yoga の総合であろう。三種の yoga. は，総
合して BhGに於けるーなる'yogaを成すと考えられる。
註
( 1) S'rimadbhagavad!it亘 S'amkarabh忌syawith λnandagirifika (λnandasrama Sanskrit 
Series， Poona， No， 34， 1936). 
( 2) BhGは，十八章を六章ずつに分けられる。第一部は第一章から第六章まで，
第二部は第七章から第十二章まて¥第三郎は第十三章から第十八である。
cf， p， M. Modi: The BhagavadgIt五， A Fresh Approach， Baroda， 1955， p.228. 
(3 )第三章の標題は， karma-yogaである。
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(29) yats五~khyail:t pr亘pyatesth亙na，! tadyogairapi gamyate 
ek田ns孟叩khya~ ca yoga~ ca yah pasyati sa pasyati (V. 5) 
(30) R Bh， p.288， p. 290 
(31) ya~ samny五samitipr詰1Uryogal)l同中 viddhip句。ava
na hyasaIJ1nyastasa~kalpo yogi bhavati kascana (VI. 2) 
(32) BhG第四章は知識が主に説かれ，知識を勝れたものとして重人じている。
(33) tyaktv邑karmaphalおanga，! nityat，pto nirasraya¥l 
karma~lYabhiprav!'tto' pi naiva ki~citkaroti sa¥l (lV. 20) 
(34) n. 39，皿 3，V. 4， 5， XITI. 24， XVTI. 13 
(35) bh己mirapo'nalo v孟yuちkhaIJ1mano buddhireva ca 
，aha，!kara itlya'!' me bhinn忌 pr必<rtirastadh忌(VTI.4)
vikar邑，!scagu~るmscaiva viddhi prakrtisambhav五n(xrn. 19 cd) 
(36) karyakara，!akartrtve hetu与prakrtirucyate(xrn. 20 ab) 
prakrtyaiva ca karml!ni kriyaman孟nisarvasah (X皿 29ab) 
(37) trigunatmik孟prakrtir(S Bh， p.411) 
辻直四郎著 lij掲書， p.570 
(38) na kin口tkaromi:tivyavasito' pi sarvaJ:! purusa年prakrtisamudbhavaiJ:! sattvaraj astamobhil) 
pracktakarmanugul'am prav!，ddhairgu~ai~ svocita，! karma pratyavasal:t karyate 
pravartyate (R Bh， pp. 171-172) 
(39) ah亘mk五ron亘m孟nahamartheprakrt五vahamityabhim吾nastenajnatatmasvarupo
gu~akarmasvaha'l' karteti manyata .ityartha与(RBh， p.202) 
(40) ya~. pasyati tatha'tm忌namakartl!ral)lsa pasyati (xrn. 29 cd) 
(41) rajo r句通回ak叫 viddhit~~n五sangasamudbhavam
tannibadhnati kaunteya karmasaIlgena dehinam (XlV. 7) 
(42) tamastvajnanajam viddhi mohanam sarvadehin五m
pramadl!lasyanidrl!bhistannibadhnati bharata (XIV. 8) 
(43) atha kend prayuk七0'ya，! papal)l carati puru号ah
anicchannapi var宇l，1eyabal百divaniyojita¥l (ITI. 36) 
kama e号akrodha e号arajogu早asamudbhava¥l
mahasano mah五p五pmaviddhyenamiha vairi早am(回目 37)
(44) S Bh， p.476 
(45) BhG第卜i周章に三徳性が説かれている。そして第十七章と第十八章には，
三徳性の理論が展開し，行作等の説明に応閉されている。
(46) Arjunaを十冒す。
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(47) devadvijagurupr亙!jna凶janamsaucama巾vam
brahmacaryaniahIl!lS五casarira'!l tapa ucya飽 (XVII.14)
anudvegakara'!l vakyalJl saty叫 priyahita平cayat 
svadhyaylibhyasana'!l caiva v五nmayalJltapa ucyate (XVII. 15) 
mana~prasãda~ saumyatva'!l maunam吉岡avinigrahat
bh五vasamsuddhirityetattapomanasamucyate (XVJI. 16) 
(48) 身口意の苦行即ち身体の普行，言粂ω苦行，心の苦行。註(4骨参照。
(49) d亘tavyamitiyaddan勾1diyate' nupakaril}e 
deSe kale ca patreca tadd亘namsattvika'!l smrt.am (XVII. 20) 
yattu pratyupaka血 tha'!lphalamuddisya va puna~ 
前世caparikli卵早 tadd"!inamr有田叫 sm向田(XVII.21)
adeSakale yadd富田map:百甘ebhyascadiyate 
asatkr也mav司i1ata平tat五masamud"!ihrtam (XVII. 22) 
(50)共に S百四khya 思想、から導入された知識であると推定される。
(51) 自性及び三徳性による説明。
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